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　中村隆英氏はすでに現代経済史についての多数の研究

を発表しておられるが，本書はr長期経済統計』や数量

経済史研究会同入の論文がかなり出揃って，数量経済史

に対する研究が進んだのにかんがみ，明治・大正時代の

諸問題を再考することを目途として書かれたものである。

　まず，目次を紹介すると，

　第1章　明治維新期の財政金融政策

　　　　　一松方デフレーション前史一

　第2章　明治前期の経済発展と通貨制度

　第3章　金本位制の採用

　第4章　日清日露「戦後経営」

　第5章　「高橋財政」と公共投資政策

　第6章　世界経済の中の目論経済関係

　第7章在来産業論の発想

　第8章　在来産業の規模と構成

　　　　　　大正九年国勢調査を中心に一「一

　第9章　在来綿織物業の発展と衰退

　第10章　明治前期繊維生産量の一推計

　　　　　一長期統計の精度について一

の10章からなる。

　第1章は維新期の財政金融政策を包括的にあとづけた

もので，とくに藩札，藩債，士族俸禄の処分などについ

ては一読して大筋がわかるように丁寧に説明がなされて

いる。そして，殖産興業政策から，大隈積極財政がイン

フレと国立銀行の乱立を招いて，松方財政のお膳立てを

したことが記されている。

　第2章は1887年の金本位成立まで実質的には銀本位

が採用され，たため，金銀比価の上昇に伴い，日本経済の

競争力が強化されて，輸出の伸長とともに経済発展が推

進されたことが記されている。同時に日本を含むアジア

諸国は軽度のインフレにみまわれるのであるが，中村氏

はこの程度の軽度のインフレの揚合，産業発展を促進す

る効果が大きいことを強調する。

　第3章は，前章において銀本位の優位（産業発展促進）

が立証されたにもかかわらず，あえて金本位が採用され’

たのはなぜかを間う。松方が，通貨制度を確実輩固な基

礎の上に置いて産業発達をはかったことはわかるが，政
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府が積極敏策を続けて金本位のルールに必ずしも従わな

かった以上，「金は現代文明鰹の貨幣なり」と見る「脱

亜入欧論」が金本位重用の主要動機だったのではないか

と指摘する。

　箪4章は日清・日露の戦後経営を扱ったものである。

日算戦争までは喜平の属下休養論が強く，蜜侮な政麿と

外債依存葺i非除ヵ曵迫及されたヵ零，　…上溝戦争で3億5000万

円の賠償金が入ったのを機として，政府が積楓政策に転

じたことが強調される。賠償金は金本盤確立のために疑

いられたというが，実際には社会資本の発爽や軍備鉱張

②ために積極財政がとられ産業の発達が凝視される。そ

の過程で大量の外債が発行され，第1次火戦前には外旗

累積が重大な聞題となる。、第4章の補諭で明らかにされ

るように，この問題は大戦中の輸禺好調によウて解決さ

れ，惑らに戦後の積極主義を招く轟とになる。

　第5章は高橋財政の中のいわゆる「時局霞救費」にス

ポットライトをあてる。農業に対する補助金は1900年

頃から次第に重要になるが，浜口内閣の金解禁と緊縮財

政により，農村は一挙に疲弊する。193ユ年犬養内閣の蔵

相として登楼した高橋は金輪出を：再び禁止して実質的ヂ

バリ晶工一シ珊ンをはかると共に財政支轟を増大させて

景気振興に成功するゆ「時局匡救費」は農村を対象とす

る土木公共事業費であるが，単管氏は，その規模は軍事

費などに比べれば小さいとはいえ，臨褐匡救費の効果は

疲弊しきった農村に対するカンフル注射として正当に評

．餌されるべきだと説く。

　第6章は日米関係に麗する論文で本麟中ではやや異質

であるが，アメリカからの資本輸入を璽饗する点で第4

童につらなる。1920年代は震災竜あって，再び債務国へ

癒落していく時期であるが，貿易で婚外資導入でも碑米

関係は深まりを見せる。

　第7章以下の4輩は麿来早業を扱ったものである。ま

ず，第7章ではr近世以来の低統的小経営によって戚重

している産業」として；在来産業が定義される。在来塵業

は平戸では農業をも含み，中小企業よりも小さい家族経

営型の小経営を捲す。これらの小経営は鞍擦物，松統轄

な消費財，サービスなどで支配的であり，第1次大戦ま

では生廉財を作る大企業とは競合しない。

　しかし，第1次大戦を契機にミシン製晶，ホーロー鉄

器，食品などを中心に工揚生産による梢費財生巌が趨り，

衝貨唐なども現われ，て儀統産業は侵蝕婁れ観穐方，内

需用綿織物，（遠洋）漁業などでは在来塵藁が早技徳を用

いて近代塵業に脱皮するものがあらわれる。このような

在濡鼠の変容と衰退は，第2次大戦後，大衆の酒費パ
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ターンが一挙に洋風化し，薪技術がサービス至徳にまで

及ぶにいたウて一段と懲速に悪行したとざれる心

　第8牽は大正9年増勢調査を乎がかりに♪在来藍業の

翼要性を算定し，その存立の基盤を尋ねたものである。

携定は，国勢調査の職業と大正10年工揚統計蓑とをつ

き合わせてなされたものであるが，この全点では，旧来

の在来産業の従業者が，圧倒的に多い。製造業だけをと

って竜近代塵業の従業者は40％に継しない。寝癖では，

在来巌業は少なくとも第1次大戦までは近飛産業とバラ

ンスをと夢ながら共檸発展したのである。

　第9章は第7章・第8章の展璽をうけて，内需向小舞

綿織物業について俵統塵業の発展と衰退を跡付けた竜の

である。多くの低所得国では函洋全席の輪患とと亀に織

物業は衰えたが，田本では小鰹綿織物業の生塵は嚢えな

い。略十年を周期とする礪環を繰返しながら，小蟷綿織

物業は第1次大戦のブームまで発展するのである。明油

末からは動力が導入されて，愛知，大阪，静岡などでは

工揚生塵が拡大する。在来礎業は農村の認業ないし掌骨

を基盤として残存し，徐々に衰退する。

　第10章は棉花締綿織物とまゆ→生糸について，投入

年齢関係を利用して『長期経済統計』の工藁生産高の信

頼度をチ置ックした慈のである。棉花の生鐙量・輸入籔

まゆの生産高が正しいとするならば，『長期経済統計』

の基礎となった『府県物産i灘の製晶生塵の数字は過少

だということになる。『長期経済統計』は金体としては

偉：大な業績であるが，中村氏がやったようなチェックは

多くの分野について試みられる必要があろう。

　本書は，マイルド・インフレの発展促違効果を評価し

ていること，国際経済関係の属内経済に・与えるインパク

トを明承的に扱っていること，経済全体の視点がいつ懲

背後にあること，改漁上の争点としての経済敏策の問題

にふれ，ていることなどで難色があり，大所高所にたって

明治大正経済史のいくつかの論点を夢解に分晒した点が

評価される。

　あえて問題点を滋げれば，士族の締禄の処理に辛しで

は，低所得者ほど優遇したことが難問の処理を容易にし

たことにふれ，ていないこと，192◎年代について積極煮義

が早事されたことにふれているが全体としては政策デフ

レ的色彩が濃かったことへの論及がないこと，外資導入

に際しては，蓬接投資への論：及はあるもののそのインパ

クトをナ分辞価していなレのではない沁》等の点が指摘で

きよう。また，略…局［璽救i費は農村に対するカンフノレ重主射

になったことは事実だとして昏，資本形成としては他の

項開がこの蒔期に縮小されたこと愁あって，十分に景気
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